
『人生使用法』における「制約」

につ いて

ジグソー・パズルの組み立てに生命を賭ける,無邪気とも見粉がう主人公

の物語を中心に展開されるジョルジュ・ ペレツクGeorges PEREC(1936～

1982年 )の小説『人生使用法』
1)(以
下しばしば『使用法』と略記する)は,実のと

ころその内奥部に,読者の侵入を阻む「仕掛け」を幾重にも張り巡らすこと

で,作品自体をも一個の壮大なパズルに仕たてあげている。ところで,性質 ,

規模ともにさまざまのそれらの「仕掛け」はまた,な によりも作者自身が,

この作品の着想と執筆に際して自らに課 したパズルと,そ の解答でもあっ

た。かくして,実現されたテキストは,主人公が作中で取り組むパズル,作

者が読者に仕掛けるパズル,そ して作者自身が挑み解決したパズルとが幾層

にもわたって交響しあう未曾有の「言語遊戯」の空間を出現させている。奇

想の小説と称される所以であろう。

以下に取り上げるのは,数あるそのような仕掛け―一「制約」と呼ばれる

一一のうちの二つの実態解明の試みである。一つは「ラテン方陣」,ま た一つ

は F概曇]ム と名づけられている。前者は 600ペ ージに余るこの小説の本文の

全体を支配する,全面的な手法の典型であり,後者は作品のほぼ中央に位置

して,テ キストの全体を要約しかつ反映しつつも,制約の及ぶ範囲を章の一

部にとどめる,部分的手法の典型である。いずれもがすでに多くの解釈・注

釈の試みの対象とされてきたが, とりわけ前者には未だに謎に包まれた部分

が多い。
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1)Lα 力θ ποαθ α物りJOtt Hachette,1978.拙訳,水声社,1992年。
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1。 「ラテン方陣」

本論に入るまえに,「制約」という概念と,『人生使用法』という作品の概

略をなぞり直しておこう。1960年,数学好きの文学者レイモン・ クノーと文

学好きの数学者フランソワ・ ル・ リヨネの呼びかけで「潜在的文学工房」

(Oπ vrdr de Lづ ttёrature Potentidb―略称「ウリポ」)な る実験的文学集団が結

成された。その目的は現代の作家が応用しうる文学の数学的な構造を歴代の

作品から抽出し,あ るいは人工的な手法を新たに開発しながら,そ れらをも

とに自ら実作品の創出を試みることであった。そこで注目されたのが作品の

着想,構想の根底に働く「制約」という概念である。すなわち「小説 (章分け

等 )々あ るいは古典悲劇 (三一致の規則)における諸規則の制約,一般的な作詩

法の制約,定形詩 (ロ ンドーやソネットの場合)の制約」こそが作品創出の原動

力であるという認識。主として西洋の,古今のあらゆるジャンルのこの側面

での分析が試みられると同時に,そ のような制約の概念を応用した作品の創

造がつぎつぎと実践に移された。67年にこのグループに参入 したペレック

は, とりわけ「文字落とし」と呼ばれる,字母――とりわけ母音字―一のい

くつかの使用を意識的に排除する制約に則って,大部の小説を書いたばかり

か,記録的な回文をものして,たちまちグループの寵児となったのである。

「ウリポ」におけるこのような研鑽を通 して得られたあらゆる知識・経験を

駆使 して構想され,十年の歳月を費やして完成されたのが『人生使用法』で

あった。

小説のそもそもの構想はパ リ市中のある集合住宅 immeubleの 正面壁を

取り去って,そ こに観察されるあらゆる人物・事物の現在・過去,時には未

来を網羅しようというもの。この目的に沿って利用されたいくつもの制約の

中心をなすのが「ラテン方陣」である。

*

作品刊行の翌年,作家は着想・執筆時に用いられた四つの図形を中心に,

この自作を解説する小文――「『人生使用法』のための四つの図形」――をあ
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る雑誌に公表する
2)が
, そこで述べられている構想と, この制約の概念の関

係はおおよそ次のように要約できよう。つまり,当時「ウリポ」で注目され

ていた, いくつかの要素を n× nの格子に均等に配分するこの概念の小説で

の利用の可能性が一方で作家の関心を惹いていた。他方が,『源氏物語絵巻』,

英国のあるインテリア雑誌などから想を得た,正面壁をとり払われた集合住

宅の描写 (こ の見取図が「第一図」をなすが,本稿では再現しない)と いう構想で

あった。この建物の 10× 10の部屋を持つ格子から成る断面図が「方陣」の格

子と重なることに気づいたとき,構想は飛躍的な発展を遂げる。すなわち,

建物の各部屋が作品の一章に照合し,各章の構成要素,「家具,室内装飾,人

物,歴史・地理的暗示,文学的暗示,引用,等々」が置換原理に則って配分

される作品が具体化したのである。

だが,ま ずもって決定されたのは,10× 10の格子の対応する集合住宅の

100の部屋, すなわち 100の章を持つ小説の各章の叙述の順番であった。 こ

こでもまた「桂馬跳びの図形」と呼ばれるもう一つの制約概念が用いられた

が, その詳細に関しては他所ですでに幾度か触れている
3)ので, ここでは以

下の記述に必要不可欠な要点をなぞるにとどめる。つまり作家はチェスの愛

好家のあいだで古くから知られる独り遊びの一つ,「ナイト(キ ャヴァリエ)に

チェス盤の 64(=8× 8)のすべての格子を,決 して重複することなく,連続し

た軌跡によって経巡りつくさせる」方法をチェス盤を拡大 した格子に適用

し,そ の解答を「手探りで,ほ とんど奇蹟的に」見つけだすことによって上

の問題の解決をはかった。第 1図はその駒の軌跡 (中央近くが起点)を示すも

の,ま た第 2図は駒の同じ移動を数字化し,章の記述の順番と,建物の部屋

の位置を同時に図示したものである
4)。

起点たる第 1章は「階段」であり,第 3章で右の辺,第 7章で上の辺,第

2)≪Quatre figures pour Lα 7グθ ποαθ α υttριοづ≫inИπ N° 76,1979,pp.50～ 53.
後にス′Jαs αθ妨勿 ″πtt pο ttη″グθJJa Gallimard,1981。 に再録された。

3)た とえば『人生使用法』,前掲訳書,「あとがき」を参照。
4)作者自身が用意 したこの集合住宅の断面図が作品の巻末 (p.603,訳書569ペ ージ)
に再現されている。建物との照合関係の詳細に関してはこの図を参照されたい。
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第 2図

女中部屋

地 下 倉

12章で左の辺, 第 21章で下の辺を経由して, キャヴァリエの一巡目が終わ

り,こ こで第 1部が終了し,第 22章から第 2部が始まる。以下同様の操作が

五回繰り返され,五つの部を経た後,左の辺の中央近くの第 99章 (「バートル

プース,5」)で第 6部が終了する。だが 100の部屋 =章という小説の設定はあ

くまでも原理的なものであり,内実あるいは決定稿とは異なる。地下倉およ

び屋根裏の二つの階の女中部屋には原則通リー格子 =一章しか割かれていな

いが,全般に裕福な人物には五つの格子に相当する空間が割かれており,そ

の数に相当する五部屋に等しい五つの章が,そ れらの人物に関する描写に充

てられている。最も大きな空間をあてがわれているのは階段―-12部屋分

一―である。

補足をいくつか。まず, この「桂馬飛びの図形」もやはり高度の数学の概

念―一グラフ理論――に属している。すなわち,「ナイトの駒が,チ ェスで定

められたその駒の動きに従って,各格子を一度ずつ, しかも一度だけ経由し

ながら,すべての格子を連続 した軌跡でもって埋めつ くすことができる

か ?」 という問題は,専門的には「有向ハ ミル トン道」chemin hamiltonien

と呼ばれるもので,よ り身近な例としては,1955年 に合衆国で,セ ールスマ

ンが国内の 48の主要都市を最短距離で経巡る方法の解決に 10万 ドルの懸賞

金が提供されたことがあるという。現在ではこの都市数が 536ま での解答が
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得られているが,そ れ以上に昇ると,強力なコンピューターでも解決は困難

であるらしい
5)。

重要な補足をいま一つ。この「桂馬飛び」の手法の適用の過程で作家にお

なじみの「クリナメン」clinamen6)の応用がすでに観察される。つまり「世

界は偏椅があってこそ初めて十全に機能する」という,原子論から借用され

たウリポの共有概念の一つであり,数理的・機械的な原理の適用の際に作家

がしばしば意識的に併用する「欠陥原理」あるいは「反制約原理」である。

第 2図では識別できないが,章の進展を詳細に辿るとき,左下隅の第 66章
7)

に該当する「地下倉」の描写が省かれており,実質的には第 65章「モロー,

3」 の次に,元来の 67章「マルシア,4」 がやってくることが確認される。そ

の結果,第 65章以降は,本来の章番号が一つずつずれることになり,『使用

法』には,原理的に予測される百の章の代わりに 99の章しか存在しない。

*

ところで, この断面図にラテン方陣が重なることの発見から,そ もそもの

作品の構想が具体化 したのであった。作者の解説を借りて, この制約の概念

の詳細に立ち入ることにしよう。作者がここで依拠するのは,方陣の最も初

歩的なモデルである。すなわち,三つの章を持つ物語にデュポン,デ ュラン,

シュスタンベルジェの二人が登場するとする。この二人に二連から成る三つ

の要素 (属性)を付与する。つまリー方で帽子 (ケ ピ=K,山高=M,ベ レー=B)

を被らせ,他方で大 =C,鞄 =V,バラ=Rの花束を持たせる。問題は,二人の

人物がこれら六つの要素を順繰りに,ただし三度にわたって同じものを持た

5)C.Berge et E.Beaumatin,Gθ O,9θ s Rπε θι Jα εοttbづπα″οづπ,Cahier Go Perec

4, 1990,1).83-96.

6)た とえば『ロベール仏和大辞典』 (小学館)で は,clinamenは「エピクロスの

原子論で,不特定的に原子の運動方向に生 じる微小な偏椅。原子の衝突,結合を導

く多様な自然の生成原理とされた」と説明されている。

7)こ の「左下隅の欠陥」は,作家の最初の記憶たるヘブライ文字のイメージ(″ Oπ
ιθ sο zυθπグγαυイaηεθ,Denoёl,1975,23ペ ージ参照),つ まり自伝的要素の反映であ

り, 作品の他のいくつかの側面にも関わりがある。 また 66と いう数字も後に見る
ように偶然のものではない。
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ないような物語を考案することである。その解答の一例は次のようになる。

Dup。

1.KV

2. BC

3.MR

Dur.

BR

MV

KC

Sch。

MC

KR

BV

すなわち,第一章ではデュポンがケピ帽と鞄を,デ ュランはベレーとバラ

を, シュスタンベルジェは山高帽と犬を携えて登場し,第 2章では .… 云々

ということになる。これは正式には 2元 3次 ラテン方陣 (各格子=章の要素が

二つずつ,格子の数が 3× 3)の例であるが,『使用法』では格子の数が 3ではな

く10であるようなもの,つ まり2元 10次 ラテン方陣が用いられた。要する

に「方陣」の概念とは,こ こでは,小説の各章にいずれかの要素を満遍なく,

均等に,重複することなく配分するための置換原理である。

なお, もう一つの「図形」として「明細表」cahier des chargesな るもの

が付されていることを記しておこう (第 5図参照)。 上のラテン方陣に適用さ

れた 42の要素,すなわち先の「家具,室内装飾,人物,歴史・地理的暗示 ,

文学的暗示,引用,等々」と呼ばれていたものの具体的実例の一覧表であり,

ここに挙げられているのは小説の第 23章――「モロー,2」 ――に該当する

ものである。

*

確かに「四つの図形」は,『使用法』が組織的な「制約」に則って書かれた

ものであることを明示し,かつその制約の内容をかなりの詳細にわたって解

説するという意味で啓示的であった。しかし,こ こで「解説」された「方陣」

と,そ のような概念の行使の結果に他ならない「明細表」のあいだには, さ

らにいくつもの手続きが介在し,両者の関連を突き止めることはほとんど不

可能であった。その意味ではこの解説はむしろ読者の欲求不満を一層募らせ

たというのが実情に近い。つまり作者は, ここで作品がパズルの側面をもつ

ことを,い くつかのヒントを添えて示唆したのである。以来,たぶん作者の

意図を上回って,『使用法』批評は,こ の手法詮索の側面に集中することにな
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る。にもかかわらず,実体が漸くあきらかになるのは,作者の没後, ごく最

近の一連の研究を通してのことにほかならない。それらの助けを借りて,「四

つの図形」の行間を補足することにしよう。

そもそも,ど うしてにわかに「ラテン方陣」なのか,そ してより詳細なそ

の概念はいかなるものなのか ?「ウリポ」にこの概念を紹介したクロード・

ベルジュの解説
8)に よれば,「配置」configurationの問題は,文学作品,と り

わけ小説に構成要素を配分する優れた方法として,当初から,「ウリポ」にお

ける大きな関心の対象であった。なかでも最もよく知られていたのが n次の

ラテン方陣である。たとえば,5× 5の方形に A,B,C,D,Eお よび 0,1,2,

3,4の記号を,①方形の25の格子の各々が,そ の文字と数字の組み合わせを

一つずつ持ち (2元),②その文字・数字の組み合わせが反復されることなく,

③文字・数字のいずれもが縦の列でも横の列でも一度以上反復されない (直

交する)よ うに酉己列すると,第 3図のような格子が得られる。すなわち2元 5

第 3図 第 4図

A0 Bl C2 D3 E4

El A2 B3 C4 D0

D2 E3 A4 B0 Cl

C3 D4 EO Al B2

B4 CO Dl E2 A3

7/8 6/9 5/0 0/2 9/4 8/6 2/3 3/5 4/7

8/7 2/2 7/9 6/0 0/3 9/5 3/4 4/6

9/6 3/3 2/8 7/0 0/4 4/5 5/7 6/2

0/5 9/7 8/2 4/4 3/8 2/9 5/6 7/3

2/0 0/6 8/3 5/5 4/8 3/9 6/7 7/2

4/9 3/0 0/7 9/2 8/4 6/6 5/8 2/5

6/8 5/9 4/0 9/3 8/5 7/7 2/4 3/6

3/2 4/3 5/4 6/5 7/6 8/8 9/9 0/0

5/3 6/4 7/5 2/7 4/2 9/0 0/8 8/9

7/4 2/6 3/7 5/2 6/3 0/9 8/0 9/8

8)C.Berge et E.Beaumatin,Gθ οttgθs Rγθθ θ′Jα θθπbづηα′οづγθ,前掲書。
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次直交ラテン方陣である。この次元の方陣 (1,036,800通 りの組み合わせが存在す

るという)を見出すことは比較的容易であるとしても, ドイッの数学者オイ

ラーを筆頭に,6次の方陣は不可能であり,同様に 10次のものもありえない

とされてきた。やっと 1960年に,ア メリカの数学者たち,ボーズ,パーカー,

シュリックハンドが,6次 と2次を除くあらゆるn次の方陣の可能性を発見

し,67年に会員ベルジュによって「ウリポ」に事態が紹介され,こ の概念の

文学的な利用がルーボーとペレックにもちかけられたのであった。第 4図

(なおこの図ではアルファベットも数字に変えられているが,原理に変更はない)は ,

そのような貴重な 10次 ラテン方陣のモデルである。この数学的な配分の概

念が,正面壁を除去されたパ リの建物を描写 しようとしていたペレックに

よって 10× 10の部屋を持つ集合住宅という, もう一つの方形に重ね合わさ

れたのである。

*

しからば, この方陣はどのように『使用法』で行使されたのか。機能の実

態がつかめなかった最大の原因は, 方陣に組み込まれた 42の構成要素 (「四

つの図形」の「家具,室内装飾,人物,云々 .…」)の詳細が不明であったからだが,

それがようやく明らかにされたのは作者の草稿を参照 しえたごく最近の研

究
9)に よってのことに他ならない。これによれば,方陣に適用された 42の要

素とは第 6図のようなものである。

これらの要素の各々に,以下に見るような 1か ら10の下位項目一―「 リス

ト」と呼ばれる一一が恣意的に選択され,各要素の一項目ずつがペアにされ

て,そ のペアごとに方陣に組み入れられたのである。因みに,最初の二要素

――①態勢と②活動――のリストの内容は以下のごとくである。

9)B.Magnё :Dπ ″gづs′″ απ εん
`ゅ
づ′″」ιθ cahier des charges de Lα  yグθ ποαθ

α υπpJοグde Goerges Perec,in fbη sθち CJα ssθ 4 Eε万
“
θ,PUV,1990。
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8,4 Gd Appt

Faux

Manque

Faucille
Chatirrlent

第 7図

23

① 設営する

② 分 類

③ ヴェルヌ

④ ジョイス

⑤ 二 人

⑥ 居住者

⑦ 手 帳

③ 夢を見る

⑨ 板張り

⑩ ゥールの絨毬

⑪ スェズ運河(191罫D

⑫ 中 東

⑬ 中国様式

⑭ 書 架

⑮ ～10ペ ージ

⑮ 1860年代の生理学

⑭ 新生児

⑬ 猫

⑩ 外 套

⑩ 無地の

④ ウール

⑫ 赤

G)ス トッキング, 靴下

② メダル

⑮ 美術書

④ クラシック音楽

第 5図 第 6図

ch。

）
④
⑫
⑬
②
⑮
④

④

④
⑩
⑩
①
①
⑩
③
①
⑮
⑪
⑩
⑩
⑩
④
④

7 
④ 『女官たち』
④ 『白鯨』
④ お 茶

8〔3黒

`季

チ誓毒罫
① クロスワード・パズル

⑩ 驚き

9(3三角島
~

⑮ 平行六面体
⑪ 観葉植物
① 銅,錫
10⑩ 4における欠如
⑩ 3における虚偽
① 鎌
⑫ 罰
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① 態勢
1 ひざまずいた
2 降りる, うずくまった
3 腹這いになった
4座 った
5立 った
6 床,地面より高くあがる
7入 る
8 出る
9 仰向けになった
0 腕を振り上げた

における「制約」について

② 活動
1描 く
2 維持する
3 化粧
4 エロティック
5 分類する,整理する
6 地図を使う
7 修理する
8 読む,書 く
9 棒もしくは楽器をもつ
0 食べる

ところで, このリストが適用されたのはまさに先ほどの第 4図に示した方

陣であり,た とえば左上隅には 1/1の数字が見られる (左が第 1要素,右が第

2要素)が ,第 2図で確認できるように,こ の格子は第 59章,「ハッティング,

2」 に照合する。すなわち,こ の章では原理的に「ひざまずいた」態勢と,「描

く」活動とが見られる。

ただしリストの内容はいくつかの研究を通して散発的にしか公表されてお

らず,全容は不明である。既知のものは筆者の知るかぎり,③引用 1,④引用

2,⑦第 3セ クター,⑮読書,④音楽,②タブロー,④書物,⑭絵画,①カッ

プル 1,⑫カップル 2で しかない。

「要素」に関する他の特質をここで補足しておくなら,③,④「引用」は,

『使用法』の「追記」に列挙された作家たちのうち20名 のなんらかの作品か

ら具体的な引用
10)を ,⑤,⑥の「数」,「役割」とは登場人物の数と役割を,⑮

の「長さ」はその章のテキストの長さを,②の「タブロー」おょび④の「書

物」は,10の既存の絵画作品と,上の「追記」の残りの作家 10名のいずれか

の作品に関わる語句―一時に引用と識別しがたい一―の援用を意味する。

⑦の「第 3セ クター」とはフランソワ・ル・ リヨネが提唱する「第二部門

の文学」という概念からの借用で 1.三面記事  2。 書誌 3。 規則 4。

10)ペ レック自身のものも含む,既存の文学作品の「引用」は「要素」中でも特異の
重要な位置を占める。作品巻末の「追記」の意味も含めて, この側面に関しては別
稿 (『人生使用法』における 〈文学〉の「引用」について―一甲南女子大学,「 ヨ

ーロッパ文学研究」,第 16号,1992年)で検討した。
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通知状 5。 レシピー 6.薬 局のパンフレット 7.手 帳, カレンダー

8。 プログラム 9。 辞書 10。 使用法,案内書,必携の項目を擁している。

⑪,⑫の「カップル 1」 ,「カップル 2」 は「ローレルとハーディー」,「鎌

と槌」,「ラシーヌとシェイクスピア」,「 フィレモンとボーシス」,「罪と罰」,

「高慢と偏見」,「夜と霧」,「灰とダイヤモンド」,「耕作と牧畜」,「美女と野獣」

の対語の各々を二つの系列に分け, この順番で振り分けたものである。

このようにして,先の 42の要素が二つずつ組み合わされ, 21回 にわたっ

て方陣に組み込まれ,各章の構成要素が決定された。その際用いられた方陣

は固定的なものではなく,方陣を置換させるもう一つの原理,いわばメタ置

換原理に従って,そ れ自体置換された。各研究で見られる限り,行使されて

いる方陣は毎回異なる
11)。

要素を配分するラテン方陣の行使の原理は以上のようなものであるが,そ

の原理のテキストヘの組み込みに際して,そ の過程で,あ るいはその結果に

おいて各要素が果たす機能は必ずしも均一ではない。第一に,上の各要素の

観察から,すでに要素間に大きな性質の差異が窺われる。すなわち,あ るも

の (形状,色彩,素材,等 )々は比較的範囲の限定された物語内容の決定に関わ

り,ま たあるもの (引用,役割,時代,場所)は比較的広範囲の物語内容の決定

に関わるが,他のいくつか (長さ,登場人物数,役割,等 )々はむしろ物語行為

そのものに関わる本質的な側面を決定するものである。

だがさらに,他を律する要素,いわばメタ要素とでも言うべきものさえ設

けられており,方陣の機能的な使用を意図的に阻んでいる。要素の⑩「欠如」

と⑩「虚偽」がそれである。すなわち,こ の 20番目のペアは,方陣が指定す

るいずれかの項目の不在――欠如――と,元来の指定とは違 う項目の設定

――虚偽一―を指示するのに用いられた。最後の 2要素,つ まり「カップル

H)方陣の縦 0横の列のいずれかを一定に保ったままでも, 各列の 18通 りの組み合
わせが可能であり,縦・横の軸を同時に変換すればさらに81通 りの変化が得られ
る。作家はこの組み合わせの変換にあたって「クニーヌ」と呼ばれる, もう一つの

メタ制約の概念に依拠していたことが指摘されている。Bo Magn6:Cグηgπづυπθ

カリπ pο%γ La Vie mode d'emploi,in Cα んグθγ G.力πε l,Hachette,1985を参照。
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1」 および「カップル 2」 を除く40の要素が 4つずつ上から 10の グループ

に分類され,方陣で指示される各グループの,そ れら4つの要素のいずれか

を削除するとともに,方陣の原則が指示するものとあえて異なった項目が選

ばれた (第 6図参照)。 このようにして,全般に, テキストに馴染みにくい要

素・項目が排除されるか,他のものと変更されるかしたのである。

ただし第 10グ ループはそれ自体欠如・虚偽を含むグループであり,方陣

がそれ自体を指示するときには欠如の欠如,つ まりそのままの使用が, さら

に虚偽の虚偽で指示どおりのものが配分されることもあった。つまり厳密な

配分を逃れる「遊び」, 作家の選択の若干の自由がこのようにして確保され

た。先に見た欠陥原理「クリナメン」がここでも再度姿を見せていることに

なる。

*

さて,以上のような特性を持つ各要素の,毎回ペアにされた 21ずつの下位

項目が,以上のような手続きを経てラテン方陣に組み込まれ,小説の 100の

章に 42項目ずつ配分されたのであるが,先に挙げた「明細表」――「四つの

図形」の最後のもの一一は,そ のような操作の結果を示す 100の例の一つに

他ならない。作者自らが公表してくれたこの希有な資料を手掛かりに,以下

にこれらの項目の,テ キストヘの具体的な適用の実体を眺めてみることにし

よう。

第 7図は第 5図の明細表の項目に,各要素に照合する 1～ 42の通し番号を

付し,なぜか脱落している④の「古典音楽」 (要素名は「音楽」)を補足したも

のである。

他方, この明細表が指示する第 23章の内容はおおよそ以下のようなもの

である。

すでに第 20章で幼友達と看護婦と共に寝室にいるモロー夫人が,工具会

社の社長であることが, その製品のカタログと共に紹介されている (こ の第

23章での初めの数段落での要素の不在は, この既出部分との辻棲を合わせるためと解

釈することができる)が,第 23章では夫人が社長となった経緯に始まって,社
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長としての活動,田舎の家への往来が語られた後,建物の一部屋一一喫煙室

兼書庫―一の造営の経緯,そ の現況の詳細な描写が行われる。このようなテ

キストの物語内容・行為の根底と細部を決定しているのが, これら42の要

素に他ならない。

以下にそれらの具体的な「嵌め込み」の実態を確認してみよう。

まずもって,項目の大半は,「書庫兼喫煙室」で描写される事物の属性に関

わるものであるが,そ もそも, この部屋の構想および用途自体, ジュール・

ヴェルヌの『海底二万マイル』のネモ艦長の潜水艦「ノーチラス号」のそれ

からの,具体的引用 (③)を含む借用である。その部屋の設営 (①)の経緯

が述べられたのち,その描写が展開される。すなわち,壁はプラド宮 (④『女

官たち』の暗示)に由来する八枚のパネルの板張り (⑨)であり,銅 (①)の

象嵌された本棚 (⑭)が並び,大半を占める美術書 (⑮)がアルファベット

‖頂 (②)に収まっている。床には三角形 (⑮)の模様入りの赤い (⑫)ウ ー

ルの (④)絨毯 (⑩)が敷かれ,書棚の前にはやはり銅 (①)の装飾の入っ

た脚立が置かれており,そ の側木の一つには,『白鯨』(④)を暗示する (白鯨

を見つけた者に船長が供する賞金)金貨が打ちつけられている。

書棚の数ヶ所はショーウインドウに設えられているが,そ の一つめには第

二帝政期の手帳 (⑦)お よび小さないくつかのポスター (⑭)な どが飾られ,

二つめにはスエズ運河 (⑪であり⑫ではない,すなわち虚偽⑩)に 由来する

工具類 (ヴ ェルヌからの三度めの弓1用③)が並んでいる。二つめには生理学者フ

ルーランス (「索引」に1794～ 1967年,と補足されている一―⑪)が実験に用いた

赤い (⑫)子豚 (新生児 (⑬)が収まっている。四つめは平行六面体 (⑩)の

「人形の家」だが,こ の描写のほとんど全体がジョイスの『ユリシーズ』から

の大幅な引用 (④)である。ここにもミニュアチュアのウール (④)の絨毯

(⑩),銅 (①)の用具を備える暖炉,精密時計 (⑪),短いケープ (⑩),靴

下とストッキング (④),観葉植物 (①)の植えられた純銅 (①,②)の鉢が

姿を見せる。最後の五つめのショーウインドウを飾るのはハイドンの楽譜

(古典音楽,④)である。
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残りの多くは章末近くの, この部屋の現況の描写に関わりをもつ。すなわ

ちモロー夫人の旧友 トレヴァン夫人と看護の女 (二人⑤の現存者⑥)が, この

部屋で先刻お茶 (⑩)を飲んだところであり,皿にはまだ何枚かのクラッ

カー (⑩ ?)が残され,傍 らには手をつけられたばかりのクロスヮード・パ

ズル (⑫)が放置されている。その解かれた二語の一つが「驚き」(⑬)であ

る。二匹の猫 (⑬)が眠り,夢を見ている (③)ら しい。傍らの床に鉢が砕

け,牛乳のこばれた跡が見分けられるが,猫たちの仕業らしい。だが,そ の

罰 (⑫ ?)に ,絨毯が牛予Lを吸ってしまい,彼 らは獲物にありつけなかった 。̈

これら主要な二ヵ所以外にも,章の冒頭近くの,モ ロー夫人の田舎の家に

も猫 (⑬)がおり,時計 (⑪)の音が聞こえ,ま た会社の二千人の従業員の

職種の分類 (②)が行われる。以上の記述の全体は印刷されたページで七枚

(⑮)に収まっているが,た だしこのページ数の指示はおそらく草稿の枚数に

関わるものであろう。

*

多少の補足が必要であろうか ?

まずもって,42の項目のすべてがそのまま,すなわち字義どおりに採用さ

れているわけではない。「外套」は「短いケープ」でしかないし,「 ロシア式

おやつ」は「クラッカー」に縮減されてしまっている。また「夢を見る」の

が猫であり,「新生児」が子豚であることもやや意表をつかれるし,「感情」

に該当する「驚き」がパズルの答えでしかないことにいたっては,む しろ卓

抜な創意と言うべきか。さらに,木に打ちつけられた金貨から『白鯨』を,

あるいはプラド宮からベラスケスの『女官たち』を想起することは,大方の

読者にとって, もはや作者のみの「秘儀」に属する暗示でしかない。繊維の

要素⑩の「無地」, 装身具たる②の「メダル」, カップルの片方である①の

「鎌」はついに見当らないことをつけ加えておこう。

機能の複雑な「欠如」と「虚偽」に関しても若干補っておこう。4における

欠如,3における虚偽とは,先にも見たように,42の要素を上から4つずつ

のグループに分けて番号を付 した第 4グループ (要素⑬,⑭,⑮,⑮)に「欠如」
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が,第 3グループ (⑨,⑩,⑪,⑫)に「虚偽」が該当することを示している。

その結果,⑬の「様式」にあたる「中国様式」が省かれ,ま た⑪の「時代」

にあたる「戦後」の代わりに「19世紀」のスエズ運河があえて選ばれたので

ある。

*

以上からも明らかなように,配分表の指示する「構成要素」の適用はすで

に必ずしも機械的ではない。第 23章でもそうであったように,各章における

以上のような要素配分はあくまでも原理的なものであり,予定された 42項

目の使用が全章にわたって厳密に遵守されたわけではない。因みに,上の章

での要素の適用率は 42の うち 38,つ まりほぼ 93パーセントに止まってい

る。執筆時に作家はその実現数を第 42章まで記録していたらしいが,途中で

断念した。それによると,42の制約が遵守されたのはうち 18章であり,他の

24章に関しては,その数は 41か ら,極端なケースである 24(第 5章)ま でと

ばらつきがある。
12)。
意図的な「欠陥原理」に加えて,制約に対する作家の態

度には常にこの種の「遊び」が観察されるのであり,数理的な制約がいつも

厳守されたとは限らない。しかし,そ のような「欠陥」を認めたうえでも,

これらの要素が上のような第 23章の物語内容を決定していることに変わり

はない。

以上のような制約の適用から,『使用法』のテキストの全体が,ま さに「断

片」の組織的な嵌め込みによって成立していることは明らかであろう。原理

的な 100の部屋 (ピエス)の各々に,原理的な 42の断片 (ピエス)が配される,

というのがこの作品の本質的な特徴である。すなわち,上に見たような操作

が, ただし互いに有機的な関連を保ちながら, 100回にわたつて反復されて

いるのである。リストの各項目は一つの章に 10回出現するのであるから,し

たがって作品全体でこれらの項目数は「欠如」を考慮しても,原理的に4000

以上に昇ることになる。そして,ただちに理解されるように,主人公バート

12)Bo Magn6,前 1匿:書, p.7.
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ルブースの物語,つまり自らが描いた水彩画をパズルの断片に解体し,そ れ

を生涯かけて組み立てなおすという物語は,作家自身のこのようなまさにジ

グソー・パズル的作品制作の方法の明瞭な自己表示なのであり,主人公が作

中で洩らすそのゲームに対するあらゆる感慨――熱中,創意,工夫,習熟,

錯誤,混迷,襖悩,煩悶一―は,終局での頓挫は別にしても,作者がこの作

品に抱く感慨そのものに他ならない。

2。 概 要

『使用法』における二つめの制約は,第 51章――「ヴァレーヌ」一―に現

れる「概要」compendiumと 呼ばれる部分に関わるものである。この部分は

作品の刊行に先立って,1978年 に「ポエジー」誌第 4号に独立 して発表され

たことがある。

詳細は割愛するが,こ の第 51章では,そ れまでに幾度かにわたって作中で

暗示されてきた「画面」 (第 7章,第 28章)が初めて大々的に出現し,物語の

あらゆる章が作者によって書かれると同時に,作中人物の画家ヴァレーヌに

よって描かれてもいるという事実が啓示される。画家がまたこの物語全体の

主要な「語り手」であるらしいという推測も, この章を侯って初めて強固な

ものとなる。

自らを描 く画家の姿が描写されるいくつかの段落に継いで,先行する 50

の章と後続する49の章から選ばれた 179の挿話が,そ れぞれの人物たちを

中心に韻文形式で要約され,「画題」として 179回 にわたって列挙される。プ

ロローグとエピローグを勘定に入れるなら,ま さに作品の中央に位置するこ

の部分は,前後を照射しつつ全体を要約する「中心紋」様式13)の典型である

13)mise en abimeと 呼ばれるこの様式は,「絵のなかの絵」,「物語のなかの物語」
というように,作品内である要素がその性質上全体に反映するような手法や構造 ,
とりわけこの反映が無限に反映されるか,作品自体を虚構として内包 しているもの
をいう。



酒 治  男

とともに,作品の構造をその深淵か ら暗示する「核心」でもあるのだ。ちな

みに, この章にのみ,章番号に定冠詞が付されている。

ところで, この「概要」の部分にも,極めて厳密ないくつかの形式的「制

約」の支配が窺われる。冒頭の 10行をここに再現 してみよう (各行末 〔近く〕

の下線部の強調は筆者による)。

l  P61age vainqueur d'Alkhamah se faisant couronner a CovadOngュ

2  La cantatrice exi16e de lRussie suivant Schonberg a AInsterdュm

3  Le petit chat sourd aux yeux vairons vivant au dernier Otュ ge

4  Le cr6tin chef d'1lot faisant preparer des tonneaux de sュ ble

5  La ferrlrrle avare Ocrivant ses moindres dOpenses dans un cュ hier

6  Le faiseur de puzzles s'acharnant dans ses parties de jュ cquet

7  La concierge prenant soin des plantes des locataires ュbSents

8 Les parents prOnommant leur fils Gilbert en hommage tt Bё Caud

9  L'6pouse du Corrlte libOr6 par l'C)ttomane acceptant ltt bigarrlie

10 La ferrline d'affaires regrettant de ne plus Otre a lュ  campagne

まず もって,各詩行は,各語間の空間も計算に入れて,60字から成る。全

体は, このような 60の詩行がひと纏まりをなす三つの詩節か ら構成されて

いる。ところで,そ れぞれ 60行から成 るそれらの詩節の各々は,そ れぞれの

1行日末の文字の, 行 ごとの一字ずつの右か ら左への移動 という制約に支配

されている。すなわち,第一節では (そ の冒頭部を上に確認できるように)Aの

文字が,第 2節では Eが ,下に図示したように,右上から左下にかけて,い

わば 60の詩行を斜めに貫いているのである。ところで,そ の三文字の連なり

ameは,一般的には「魂」を,ま た技術的な狭義では楽器,彫像などの「核

心」を意味する。



『人生使用法』における「制約」について

韻文の形式に関するこのような特性の枢要な部分は明らかに,作家のもう

一つの「ウリポ」的詩作品『アルファベ』
14)か
らの借用である。

『アルファベ』は,フ ランス語で最も使用頻度の高い 10の字母 E,S,A,

R,T,I,N,U,L,0に ,こ れら以外の字母 B,C,D,G,H,J,K,P,

Q,V,W,X,Y,Zの いずれか (Bな らBだけ)を専一的に加えた,H文 字
から成る 1行を H回反復し,そ の配列の「読み」の可能性を探りながら作ら

れた詩文から成る,極めて制約度の高い, ウリポの一典型とみなされるべき

異文字詩作品である。すなわちある詩では, 上の 10の字母にもっぱらBが

加えられ,各行の配列を組み変え,区切ることによって,読解可能な詩文を

組み立ててゆくのである。 16の字母の一つについて H回ずつ同じ操作が行

われた結果,176(=16× 11)の H行詩がこの「詩集」に収められている。以

下はその 41番 目の詩であり, ここでは,H番 目の字母は Fであるが, この

場合がまさにそうであるように,時として,最初の 1行の左右と,左端の縦

の行の文字の配列が同じ (二重のアクロスティッシュ形式)であり,な おかつそ

の

斜
め の

一
文 字 ― ―

こ こ で は E一
一

一

が 一
定 す る と い

う よ う に
,ア ク

ロ
バ

ティックな制約を含むものもいくつか見うけられる。

41                訳

Soif nulatre,oさ 1'anis,

tr6filant ruse,offrant

lieu(son flair eut sous

aile front las),

t'enfouira:

trёs loin fut le fusain,

or refusant loi et filon

saur.

とるに足りぬ渇き――アニス酒が

そこで策略を透かし見させ,場を

供する (そ の影響のもと,かれの

直感は疲労の相貌を呈したが)

―一がおまえを没頭させるだろう。

規則と規制ずくめの鉱脈を拒む

金科玉条たる

筆致はあまりにも遠かった
15)。

14)∠ Jpんαbθた,Gali16e,1976.



SOIFNULATR E
OULANISTR E F
ILANTRUS E OF
FRANTLI E USO
NFLAIR E UTSO
USAIL E FRONT
LAST E NFOUIR
ATR E SLOINFU
TL E FUSAINOR
R E FUSANTLOI
E TFILONSAUR

酒 詰 治 男

S OIFNULATRE

O ULANISTREF
I LANTRUSEOF
F RANTLIEUSO
N FLAIREUTSO
U SAILEFRONT
L ASTENFOUIR
A TRESLOINFU
T LEFUSAINOR
R EFUSANTLOI
E TFILONSAUR

形式に少からぬ差異が窺えるとはいえ,先の「概要」の部分は,明 らかに

この『アルファベ』の原理を踏襲するものである。『アルファ
ベ』においても,

各詩は H× 11の方形から成るが,「要約」も60× 60文字の方形を形成してい

る。さらに,そ の 60× 60の二つの方形の各々は, この 41番めの詩における

Eの文字同様の配列で,A,M,Eの 二つの文字によって,右上から左下に向

かって貫かれている。

ここでもまた,い くつかの補足を加えておこう。

まずもって「クリナメン」。この「概要」の韻文においても,極めて意識的

な制約の欠陥原理が働いている。すなわち,先の実例でも見たように,各詩

行は 60文字から成っているが,第 6行のみ一文字多い 61文字から成り,そ

の結果 Aの文字も本来の場所から一字分右にずれている。そもそも,一詩行

の文字数も,一詩節の行数も60,つ まり6の倍数であるが,ま さにその 6に

関わる部分に欠陥が設けられているのである。さらに三つめの詩節の最終

行, つまり第 180行 も省かれている。 6の倍数のここでの到達点であるとと

もに,第二連を斜行するEの文字の到達点でもあるこの箇所は,ま た三つめ

15)も とより,内容の概略をなぞる意訳に過ぎない。ある解釈によれば,「アニス酒」

の白濁は『失踪』 にも明示されている「空白」, ひいては Eの文字の欠落を暗示

するものであり,「制約」 に則った作品創出自体を主題としている。 A.R市 iё re:

∠妙んαbθιS in Cαんづθγ G.ル筵εl,前掲書,pp.134～ 145を参照。



『人生使用法』における「制約」について

の方形の「左下隅」に他ならない。そして, ここに見られるような欠陥原理

は言うまでもなく,先に見た章の記述の順番を決める「桂馬跳びの図形」の

適用に際する「クリナメン」,すなわち,や はり左下隅の第 66章の欠落とい

う事態に重なってもいる。『使用法』の欠陥記号である数字の 6は ,「左下隅」

の欠陥という自伝的要素を介 して,作家のもう一つの恒常的な欠陥記号 Eに

通底していることが密かに暗示されているのである。

*

二つの制約の分析を通して明らかになった『人生使用法』のなによりもの

特質は,手法が作品創出の絶大な原動力を提供すると同時に,作者自身の取

り組む壮大かつ緻密なゲームとして機能 しているという事実であろう。だ

が,そ のような事実は一方で入念に隠蔽されると同時に他方で露呈されると

いう,そ れ自体作家が読者に仕掛けたパズルとして提示されており,解読の

試みの悉 くは,作者の謎解きの追体験 という性質を帯びざるをえない。
ジャック・バンスも指摘するように,「潜在的文学作品」が「外見に限られる

ことなく,秘密の豊さをもち,進んで探究の対象となるような」16),そ れと意

識 した作家と読者とのあいだの一種のゲームたる作品であるとするならば,

F使用法』こそまさに,そ のようなまったく新しい概念の文学作品の頂点を窮

めるものの一つに他なるまい。

16)Jacques Bens:Ozθ ηθαπ Oπιわグθη in五 ′ιαs αθ ι夕ιり,り′π
`″

p。″η′づθJJO op.εづぁ
p.23.




